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2022 年 11 月 27 日発行 

大町山岳博物館友の会  第 193 号 

ゆ き つ ば き 通 信 

 

 

 報 告  

鹿島川・大冷沢源流を探る (役員報告) 

《期 日》 8 月 27 日（土） 午前 7 時～午後 2 時 

《場 所》 大谷原～西俣出合～北股本谷 

《参加者》 友の会 9 名 大町山の会会員８名（会例山行を兼ねる） 

 

 山岳博物館の今年度のメイン企画は、「大きな水がめとしての北アルプス、そして

水の町大町」。友の会の新年度事業検討で、この企画に添って山をフィールドにした

事業が出来ないか俎上に上がり、幾つかの案？希望？の中から、危険度や行動時間

等々を勘案し大谷原に流れ出る大冷沢、さらには奥に続く北股本谷を可能な所まで遡

る案が採用され、博物館の年間事業リーフレットにも記載されました。 

ここへは自身も長らく訪れておらず、決定時期が冬でもあり、雪消が進んだ梅雨明

けに偵察を行い詳細を考えることにして、見切り発車で決定してしまったと言うのが

偽りのないところです。 

梅雨明け後、諸々の隙間を縫い山の会の仲間にも手伝ってもらい２回の偵察を行い、

安全面では考えられる最善の方策をシュミレーションしました。当日も山の会の仲間

から多くの協力申し出があり会の例会山行に位置付け、後は明日を待つばかりに準備

は整えられたはずでしたが。 

前日の午後になり天気予報が変動し、昼頃まで降らないものと朝から降るというも

のに、担当運営委員さんと連絡を取り、

差し当たって時間通り集合しようと言こ

とになり、腹をくくって寝床に付くこと

が出来ました。 

当日、集合時間の 7 時には全員が集合、

心配された天候もある程度は持ちそうな

様子。貸出し品を含め、ヘルメット、ハ



ゆきつばき通信 

- 2 - 

ーネス、スリング、カラビナなども携えた 17 名が颯爽？と出発しました。 

20 分ほどで、昭和電工大冷沢取入れ口に到着、少々早いが休憩を兼ね当日資料を使

って、可能な限りに集水し仁科山地を東西に、また南北貫き更には犀川までの続く地

下水路と発電施設、発電による地域中核工場の操業、農業用水としての利用などを説

明させてもらいました。 

西俣出合で 2 回目の休憩とし、エネルギー補給とリ

ュックサックの外側の装備を仕舞い込み、北股本谷へ

の支度を整えました。 

登山道を離れ藪の中に。偵察の成果もあり迷うこと

も無く藪を漕ぎ、一番の課題としていた 3 番目の堰堤

の手前 2 番目の堰堤に到達し、堰堤上で、休憩と装備

装着チェックを行っている間に先発し、下段のバンド状トラバースにはフィックスロ

ープをセット。おあつらえ向きの立木もあり、中間ではカラビナ架け替えもある満点

に近いフィックスロープを張り通過体験をしてもらいました。 

引き続いて垂直の鉄筋バシゴでの堰堤登り。上から

ザイルを下ろしハーネスに安全管付きカラビナ 2 枚

で連結。カラビナの開口部は別方向になるようにし、

万が一カラビナゲートが開いてしまってももう一つ

のカラビナゲートは開かない方式を取っています。上

からの確保で竦(すく)むことなくハシゴを通過して

貰えたと思います。 

この時、上での確保者は堰堤の角でロープが痛まないよう切断しないよう、ハシゴ

の鉄筋からスリングとカラビナで支点を外側に取り、直立した肩がらみによるボディ

ビレーで登ってくる人の確保をしました。直立するの

は荷重がかかった時、筋力で支えるのではなく骨格で

支えるためです。体勢にもよりますが普通の人が筋力

で耐えられるのは 20～60 ㎏、骨格では 150 ㎏～200 ㎏

という実験値もあります。また立っていることで登っ

ている人の状況も見やすく、ロープを引くスピードや

転落に対して素早い対応を取ることが出来ます。 

全員が一番の難所を通過し、河原を歩くコツなど話

しながら進みましたが、まもなくポッツン、ポッツンと

当たり始めました。20 分ほど進み自分の目論見より 1

時間ほど早かったのですが、大きな岩を到達点として
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昼食と記念撮影を行い引き返すことにしました。 

到達点付近は伏流水が流れに変わり始める状態で、最初の

一滴では無かったかも知れませんが、かなり源流部に迫れた

ものと思います。帰路でも一人づつロープ確保をして堰堤を

降り、最後に残った山の会メンバーはニヤリとして懸垂下降

を楽しみながら降りて来ました。 

下りの藪漕ぎではところどころでルート取りに戸惑いま

したが参加者の多くの目とセットしておいた蛍光テープで

無時通過することが出来ました。 

山で迷っても無暗に下ってはならない！を実践したよう

なものです。 

西俣出合で休憩、宮澤会長から北股本谷が氷河地形のＵ字谷となっていることが紹

介され、自分からは大冷沢取水口の北側 1251ｍ周辺がモレーン跡と言われ調査が行

われたことがあることを紹介させてもらいました。 

空の方は予想以上にタイミング良く大谷原に到着と同時に本降りとなりました。宮

澤会長からあいさつを貰い無事解散となりました。 

ロープワークと言い、楽しさと言い、天気と言い、98 点くらいは貰える「大冷沢源

流を探る」だったのではないでしょうか。 

（担当役員 西田 均） 
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「鹿島川・大冷沢の源流を探る」に参加して（感想文） 

辻 亘 

私は今年の４月に友の会に入会させて頂き、イベントへの参加は今回が三回目にな

ります。事前案内では持ち物としてヘルメット、スリング、カラビナなどの記載があ

り、「ロープで確保しながらの登攀があるの？」と少々ドキドキ感、期待感もありつ

つの参加となりました。スタート時に心配された雨はなく、友の会会員９名に加え、

大町山の会８名の皆さんの心強いサポートを得て大谷原登山口から出発。大冷沢と小

冷沢の出会いを過ぎたところの取水施設前では、全体リーダー・西田さん（大町山の

会）より、昭和初期のアルミニウム精錬のための発電にこの水が大きく貢献したこと、

これにより国内で初めてアルミニウムの生産に成功したこと（旧昭和アルミニウム工

業所）の説明を受け、大町の水が農業だけでなく、産業分野でも大変重要な役割を担

ってきたことを学びました。西俣出合を過ぎ鹿島槍ヶ岳への登山道から分かれると、

そこから先は藪をかき分けつつの登りに。リーダー西田さんらが事前にルートの確認、

ピンクテープの設置などをしてくれていて、そこを先導いただいたので不安もなく進

むことができ、大変有難かったです。いよいよ最後の砂防堰堤では山の会の皆さんの

サポートを得ながら、10m の垂直壁をロープで一人ずつ確保されながら登り、無事に

乗り越えて安堵。そこからは大きな岩で敷き詰められた北股本谷を遡上し、標高

1,500m 付近まで詰めて昼食（往路はここまで）。ガスで山の最上部の稜線は見えませ

んでしたが、目の前に展開する鎌尾根や布引東尾根、谷に残る雪渓などを見ることが

でき、一幅の山岳美を味わうことができました。帰りはほぼ来た道を戻り登山口へ。

全体を通じ、登山の基本的な考え方（行動計画・事前準備の大切さ、岩場での歩き方、

ロープ確保の基本的な仕組みなど）も学ぶことができ、山の会の皆さんの多大なるサ

ポートに改めて感謝します。 

 かつて私の祖母（宮島ト子）が 30 年ほど前に友の会会員でした。その二世代後に

再び私がこうして皆さんと交流を持てることを、大変嬉しく思います。今後とも何卒

よろしくお願いします。 

 

「鹿島川・大冷沢の源流を探る」に参加して（感想文） 

仁科 眞清 

 前日から天気予報は悪く、これでは源流登りが出来ないのではないかと思っていま

した。しかし当日は雲が空を覆ったものの、雨は降らず無事に決行されました。 

 一時間ほど工事用道路兼登山道を進み西俣出合へ。ここでヘルメットをかぶりまし

た。堰堤下のトンネルを抜けると、いよいよ藪の中へ。最初こそ水の通り道だったの

で歩きやすかったのですが、その通り道から抜けると、一気に藪が深くなりました。

どうにか藪を超えて、最後の堰堤の前で一休み。 

 その後堰堤を残っていた足場を使い、ロープで安全確保をしながら越えました。写

真で見て想像していたよりも高く、他の参加者が登っているのを見ている間、少し怖

くなりました。ロープで確保されていたので安心して登れましたが、登り終わってか
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ら下をのぞき込んでみると、その高さに二度怖さを覚えました。 

 そこから10分ほど北俣本谷を登りました。北俣本谷の左右の崖は切り立っており、

西田さんや他の参加者の方の話によると、左右の崖が切り立っているのは氷河が谷を

削ったものだという事でした。またさらに上流の方にはモレーンと呼ばれる氷河が運

んだ土砂の堆積物があり、かつてこの谷に氷河が存在していた事を窺わせていました。 

 鹿島川の源流を目指して登る事で、北アルプスにかつて多く存在し今でも一部が現

存している、氷河の痕跡をたどる事が出来た、面白い登山でした。 

 

大町山岳博物館友の会主催 鹿島川・大冷沢の源流を探る 

 

本年度の山岳博物館のメインテーマ「大町と水」に合わせて、8 月 27 日に大町山

岳博物館友の会では、大町市の主要河川の一つである鹿島川源流大冷（おおつめた）

沢を詰めた。友の会参加者は 9 名であるが、一般登山道からは離れたルートになるた

め、付近を知り尽くした大町山の会 8 名のサポートを受けて、大冷沢北又本谷の標高

1550ｍ付近まで迫ることができた。 

大町山の会の会員でもあるリーダーの西田均さん（67）による綿密な計画や、下見

により設けられたルートに沿って進み、身長の倍もあるイタドリ林の藪漕ぎや垂直の

砂防堰堤も難なく乗り越え、源流の広い河原についた。目の前にはまだ残雪が鹿島槍

ヶ岳からの谷を埋め、周りには氷河時代の氷河に削られた U 字谷や、氷河によって運

ばれた堆積物のモレーンと思われる巨大な丘が続いていた。幅 100ｍ以上もある河原

は運ばれた砂礫が厚く堆積して、水は伏流するためにわずかしか流れていなかった。

河原には鹿島槍ヶ岳や爺ヶ岳の成因を示す岩石である溶結凝灰岩や黒部川花崗岩の

礫も観察できた。大冷沢はその押し出し土砂の多さにより、大規模な砂防堰堤が多数

連続的に築造されていた。 

「大町と水」に関しては、鹿島川の水は大町市の水田を潤しているほか、矢沢水源

は市の主要な水道水源をなしているのは周知のとおりである。西田さんは地図を配っ

て、あまり知られていない昭和電工青木発電所の水の源が、青木湖から山を越えた鹿

島川上流の小冷沢、大冷沢、大川沢、大合（おおご）沢のから導水されていることを

大冷沢取水口で説明された。青木発電所から青木湖に放水された水は青木湖湖底から

さらにトンネルや水路で常盤発電所に導かれ、さらに高瀬川を横断して東山をトンネ

ルで貫き、生坂村で広津発電所を稼働させ、犀川に放出している。鹿島川の水がトン

ネルなどで導水されて犀川まで行っているのは驚きである。導水路途中から分水して

池田町に流れる町川にも、段丘崖の落差を利用した小水力発電所があることも追加し

た。 

いつも大町から見ている鹿島槍ヶ岳、夏を過ぎた今でも白い雪が谷筋に見える。そ

の鹿島槍ヶ岳の正面が鹿島川大冷沢の源流になる。今回の山行では身近に見えるが遠

い場所の大冷沢、先人はそんな山奥まで水を求めて入っていったことを知り、また水

の力により大量の土砂が押し出され、これを防ぐ砂防工事が現在でも行われているこ

とを改めて知った山行であった。   (記 宮澤洋介 大糸タイムスの投稿原稿) 
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鹿島川・大冷沢源流を探る山岳博物館

友の会と大町山の会の参加者の皆さん 

大冷沢取入れ口で西田さんから、大町の

水と昭和電工発電所の説明を受ける 

垂直の砂防堰堤を登るため、ハーネス（安

全ベルト）を取り付ける 

ライフライン（ザイル）に結ばれて、三点

確保で砂防堰堤の垂直の壁を登る。 

ザイルがフィックス（固定）され、急傾斜

な足元も不安定な藪の中を進む 

大冷沢の奥、北又沢に設けられている大規

模な砂防堰堤、谷筋には雪が見える。 
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善光寺街道を歩いてみよう アゲイン (役員報告) 

《期 日》 10 月 29 日（土） 午前 9 時〜15 時 

《場 所》 小川村「林りん館」～大町市湯の海（ゆのかい）～水上神社の大杉 

      約 12km 

《参加者》 16 名 ［12 名(昼) 11 名(夜)］ 

 

昨年実施した「善光寺街道を歩いてみよう」に参加できなかったとの声を多く頂い

たので再度同じコースを企画しました。ただ昨年はマイクロバスを手配したが今回は

友の会役員の車 3 台用意して送迎しました。講師は昨年同様山岳博物館副館長 清水

隆寿さんです。 

朝 9 時に「立屋展望駐車場」に集合（桜の名所です。是非春に

訪れて下さい）、そこで 20 分程「小川村の歴史」や大町側から

は「善光寺峰街道」（善光寺側からは大町峰街道と呼ばれる）

の話をして出発。すぐに「立屋口留番所跡」があります。小川

村は松代藩と松本藩の境に接するためそれぞれ口留番所跡があ

る。松代藩内には、桐山口留番所跡・日影口留番所跡・立屋口

留番所跡、松本藩には、千見口留番所・竹の川口留番所がつく

られていました。 

また、近くには戸隠神社信仰遺跡があり、武田信玄と上杉

謙信が川中島の戦いの際戸隠山信仰を避けて30年間にわた

り戸隠権現を奉祀した場所です。 

お昼も近くなりこの街道随一の絶景ポイントで昼食を予

定していたのですが、ちょっとした勘違い記憶違いで手前

の道端に座っての食事となってしまいました。（1 年前に歩

いたのに・・・・？）そし

て 14 時 20 分頃車が待つ

美麻の「湯の海」到着、昨

年はここから水上神社まで 2km 弱歩きましたが、今

回は車です。清水副館長が他に寄りたい場所がある

とのことで、「千見山城跡」と「下條家猫檀家」（松

代藩千身番所が置かれていた）に寄りました。 

15 時 30 分頃集合場所の駐車場にて昼の部の解散となりました。ここからは今回の

オプション友の会丸山さんの星空観察会です。夜の部参加者 11 名「りんりん館」貸

切です。夕食前に観察会を始めたのですが、雲が多く心配でしたが、雲の合間から木
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星の縞模様・土星の環・月のクレーターがはっきり見えました。何故か土星の環を観

ると興奮と感動してしまいます。夜は雲もなく満天の星空で最高の 1 日でした。翌日

朝食後自由解散としました。 

お疲れ様です。送迎担当していただいた友の会の皆さん、2 年続けて講師をしてい

ただいた清水副館長有難うございました。 

 

コースタイム 

9：00 展望駐車場集合→9：20 出発→9：23 立屋口留番所跡→10：00 比丘尼石 

→10：30 萩野口→10：50 金毘羅峠→11：10 長峰口→11：30 七通→11：45 竹の川番

所跡→12：20 タバコ岩→12：30〜12：50 昼食→12：55 絶景ポイント→14：20 湯の

海→15：00 猫檀家→15：30 展望駐車場解散 

担当役員 記 

 

善光寺峰街道を歩く(感想文) 

鈴木 均 

 10 月 29 日、山博友の会行事

で小川村の立屋集落の奥にあ

る「林りん館」近くの駐車場か

ら大町市美麻湯の海（ゆのか

い）まで、善光寺峰街道を歩い

た。 

 コロナの関係とほぼ同じこ

この間、YAMAP を中断して

いたので高度がでていません 

昼
食
休
憩 
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ろの手術の後、この１年半はハードな山行を控えて古道歩きや里山を中心に登ってお

り、峰街道は聞いたことがあるが通ったことがなく、ルートも知らないので、今回い

い機会を与えてくれた。 

５月に塩の道から分かれて白馬村の野平から鬼無里に抜ける柄山峠までの古道を

歩いていたので、善光寺に通じる古道には興味があった。伝説にも多少関心があり、

９月には砂鉢山にも登った。地域の歴史や文化を知ることで、山は単に登る対象とし

ての山ではなく、いにしえの人々の生活を知ることになる。 

「峰街道の会」による整備のおかげで軽トラックなら通れるというメリットもある

が、古道にしては道幅が広い気がした。天気はい

まいちだったが、紅葉は最高のタイミングだった

（11/10「林りん館」に寄ってから実際に軽トラ

で通過してみたときは、紅葉は終わりかけだった

が、北アルプスの絶景を見ることが出来た）。 

９時半ころスタート。所々で山博の清水隆寿学

芸員の解説を聞きながら 10 キロ弱の道のりだっ

た。古道をただ歩くだけでなく、蘊蓄ある話は山

や歴史を深く知ることができる。街道の呼び方の

いわれや「番所」について、「戸隠信仰遺跡」に

ついてなどたくさんの理解が深まった。ときどき

長野方面に向かうとき戸隠神社関係の標識があ

ることは不思議だったので、ようやく理解するこ

とが出来た。宝光院跡など三つの遺跡にはまだ行

ったことがないので、折を見て訪ねたいと思う。 

印象に残ったのは、「比丘尼石」（びくにいし）。戸隠神社奥社もかつては女人禁

制で、それを破ろうとした尼僧の伝説や古い集落跡が点在して番所が各地に置かれて

いたこと、たばこ岩という巨岩など、解説いただいて初めてわかった。 

おまけは、２時半ころに湯ノ海地区に下山した後、友の会の皆さんが迎えてくれ、

車で湯ノ海近くの水上神社の樹高 50ｍ、樹齢 650 年

という大杉や山城に続く道、千見番所跡の関守門な

ど、たくさんの文化財を見学し、学ぶことが出来た。 

いつの日か、立屋集落から東に向って善光寺までも

歩いてみたいと思う。 

お世話になった皆さん、ありがとうございました。  
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「道を楽しむ 人生を愉しむ」 

                       大町山岳博物館 清水 隆寿 

 

 歴史的にみると市井の人々の歩く旅と言えば、信仰を動機とする参詣などを中心に語られ

てきましたが、最近では古い街並みや街道を歩き、その土地の歴史・民俗・風土を楽しむこ

とを趣味とする人が多くなってきました。日本全国を股にかけ、日本橋から京都五条大橋ま

で中山道や東海道の旅をするつわものもいれば、芭蕉など古人を追慕してゆかりの道を辿る

人々、弘法大師の遺徳を偲び四国八十八ケ所巡礼の道を信仰心のみならず、観光や歴史、風

土を肌で感じ、自分の目でこれまでの人生で学んできたことを再確認するかのように歩き楽

しむ人々。こうした趣味人を、私は道を楽しむと書いて「道楽（どうらく）」と言っていま

す。 

人生の終盤を見据え、生活や子育てで、こ 

れまで自分の時間を持てなかった人々が、日 

常から離れた旅の中であらためて自分の人生 

を振り返りかえる。そうした旅により自分が 

これまで働き、暮らした土地との違いに驚き、 

また遠く離れたところにあっても同じような 

風習や慣習があることに思わず微笑むそうし 

た楽しみにも出会えることができます。とき 

には郷土料理に舌鼓を鳴らし、若い娘にちょっ 

かいを出す、それは「道を踏みはずす」とい   観光協会「塩の道」を歩く道楽な人々 

います。 

時間とお金がかかる趣味ではありますが、 

お金には代えがたい経験や智識、旅先で偶然 

出会った人々との会話に人の情けを感じ、人 

との出会いの楽しさや、何より達成感と伴に、 

いつしか足腰も軽く、健康になっているとい 

う副産物がついてくることが、この楽道の道 

へと深みにはまらせます。歩くことにより自 

由のありがたさを感じるとともに、一方でひ 

とりで出来ることの小ささに謙虚さを感じ、 

あらためて自分を支えてくれていた家族や友 

のありがたさに気づかされるものです。 

道楽の目的は様々です。娯楽や観光、冒険や  「古道・善光寺街道を歩く」休憩のひと時 

探検、自分探しなど理由は様々。人はいつの世 

も様々なしがらみに囚われ、だからこそそこから解き放たれた時、心躍り、心馳せるのかも

しれません。ペール・アンデションの著書『旅の効用—人はなぜ移動するのか－』の中に、人

間は「人・本・旅」でしか賢くなれない動物という、一節があります。ふと忘れがちな旅の効

能を謳ったものです。実際に自分の目で見る、触れる、体験することの重要性を言いたかっ



ゆきつばき通信 

- 11 - 

たのかもしれません。もっとも、これら三つがすべて揃っていなくても賢くはなれそうな気

もしますが。人は齢をとったり、怪我をしたりして、次第に山に登ることができなくなるこ

とは当然あります。それならば今回のような比較的平らな街道歩きを楽しむのもまた一興と、

発想を転換するのもいいかもしれません。 

出来ないことを嘆くより、できることに新たな生きがいを見つけることも長い人生には、

心の持ちようとして必要なのではないかと今回の「古道・善光寺街道を歩く」というイベン

トを通じて感じたところです。 

今回、友の会の皆さんと歩いた大町峰街道は、 

北アルプスが一望に開け、北には信仰の山である 

戸隠連山や虫倉山を望むことができ、周囲を見渡 

せば紅葉に囲まれる景色にすぐれた道ですが、そ 

ればかりではなく戦国時代この地に戸隠三院跡が 

戦さから避難した遺構が残っており、江戸時代に 

あっては松本藩と松代藩の境に位置し、口留番所 

跡も残るなど歴史を感じさせる街道でもあります。 

街道沿いには古くからの集落跡へと延びる小道が 

分岐し、ところどころに石仏や墓石が残され、か    善光寺峰街道からみた春霞の虫倉山 

つてここが松本領山中、新町、白馬、戸隠などか 

ら人を呼び集める交通の要衝であったことがわかります。明治初めまでは雑貨屋、旅籠、茶

屋、馬繋ぎ場もあったといわれ、古くこの地には人々が生活し、日々の暮らしがあったこと

を感じさせる街道です。単に自然が作り出した美しい景観ではなく、先人が通い歩き、地域

社会が大切に守り伝えてきた伝統文化というものが、路傍の石仏として残され、地名として

刻まれ、脇道が交差する、温もりが通う街道です。道は生活していくために欠かせないもの

であるとともに、文化を運び、地域の紐帯を保つ役割を果たしてきました。こうした街道歩

きをまだされたことのない方はぜひ一度挑戦してみてはいか 

がでしょうか。 

友の会の皆さんはこれまで、塩の道・千国街道を歩まれ、 

今また善光寺・峰街道を、今後は塩尻・松本方面から善光寺 

脇往還、通称善光寺街道を歩かれることに夢を馳せていると 

か、いないとか。 

 街道歩きは、人の息吹、生活の温もりが感じられます。 

昔の人々が暮らした生活の痕跡が残っています。そこでどん 

な会話をして、共に働き、人が寄り集まって祭りをし、暮ら 

しを営んできたのか。往時を忍びながらの街道歩きは、まさ 

に老後には打ってつけの“道楽”です。 

 

  「道楽は、歴史を学ぶ第一歩です。           大町峰街道を歩く、足が痛い 

   ちなみにこの日は 1 万 2 千歩も学んでしまいました。 

   PS.今年は水上神社まで歩かなかったので、怒られませんでした。」  
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 活 動 報 告  《 乗 鞍 岳 》(7 月例会 花めぐり紀行 合同) 

《月日》7 月 23 日（土）  《天気》濃霧・霧雨・小雨・晴れ 

《参加者》烏帽子の会 17 名、花めぐり紀行 7 名（3 名 2 サークル加入）合計 21 名 

 

《コース状況：その他周辺状況》 

 5 月の総会時点では、鍋冠山を予定しましたが、

三郷スカイラインの補修工事のため通行止めの情報

が入り予定を変更しました。高山植物の最盛期を迎

えた乗鞍畳平周辺にしました。しばらく活動を休止

していたサークル「花めぐり紀行」と合同で実施す

ることになりました。登山中に高山植物関係を千葉

学芸員、乗鞍岳の成り立ちを宮澤会長から学ぶ観察

会を計画しました。 

松川道の駅で 5 台の車に分乗して乗鞍バスセンタ

ーに向かいました。乗鞍バスセンターでは青空が見

えていましたが、乗鞍畳平周辺は霧のベールに覆わ

れ雨具着用の行動となりました。大雪渓入口で下車、

登り始の標高は 2,600m を超えていました。登山道の

脇で夏スキー楽しむスキーヤーが大勢いました。途

中、40 名余りの団体、数名の登山者と行き交いました。時折、霧や小雨が風に乗って

きましたが、途中、登山道脇の広い場所で千葉学芸員の解説を聞きました。ガンコウ

ラン、ツガザクラの仲間、ジムカデ、イワヒゲ、ミネズオウ等々登山道沿いに這うよ

うにして咲く植物の見分け方など、解説内容を参考に、観察をしながらゆっくりと肩

の小屋に向かいました。肩の小屋前に着くと雨足が少し強くなりましたが、乗鞍岳の

成り立ち（権現池火山は 9000 年前まで活動していた

新しい火山、火口周囲に 8 峰を含め合計峰の総称主

峰剣が峰 3026m）、地質、高山湖等に関して解説を聞

きました。肩の小屋からは、舗装された道路でした

が、沢山の高山植物が咲き、ロックガーデンを思わ

せる景色が霧の中に広がっていました。斜面に咲き

誇るコマクサ、道路脇に咲くヨツバシオガマのピン

ク、コウメバチソウ・ツメクサの仲間等の白色、イ

ワギキョウの紫色、ヤマガラシ等の黄色等、美しい

色のコントラストが見られました。湿原のお花畑に

入る手前で不消ヶ池のブルーの湖面が霧の切れ間

に見えました。雪が秋になっても解けないため付い

た名前であること、施設の飲料水に使用されている

ために立入禁止なっている等の解説を聞きました。

烏帽子の会 
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湿原のお花畑では、クロユリについての解説を聞

き、雌しべ，雄しべの付き方を確認し合いました。

親子連れのライチョウを観察中に見ることもでき

ました、湿原の周遊ルートの工事が進められ索道車

が運行されていました。 

畳平バスセンターで昼食となりました。あいにく

の天気で、雨の当たる軒下ベンチで食事した方、セ

ンター内で暖かい食事された方それぞれでした。感染予防をしてながら食事をしまし

た。 

午後は、天候が回復する兆しの中、大黒

岳（2772m）に向かいました。乗鞍スカイ

ラインを松本方面に向かい登山道に入り

ました。15 分位で山頂に着きました。登

山道の両側にコマクサが咲き広がり大黒

岳頂上付近まで続いていました。よく見

ると亀甲型の小さなお花畑の中に咲いて

いるようにも見えました。花が終わった

イワウメの群生地横の砂礫地に小さな数

本のハイマツが地面に這い蹲っていまし

た。厳しい気象条件、生育環境であることが伺えました。砂礫地を好む多年草のコマ

クサについて千葉学芸員からの解説に皆、納得！ 

山頂では、85 歳、75 歳を迎えた会員の表彰セレモニーをして記念撮影をしました。

今年 86 歳になられた現在でも現役で活動されている澤渡さんに“90 歳まで現役大丈

夫”と参加者全員でエールを送りました。75 歳の表彰をして頂いた 2 名（宮澤陽美さ

ん・有川美保子）は澤渡さんを目指したいと決意を新たにしました。 

下山は、天候も回復して高山植物を撮影する人、

講師の説明に質問をする等しながらバスセンター

に向かいました。後半のグループは、ハイマツと草

地の境に2羽の雛を連れた雌のライチョウに出逢い

ました。バスセンター付近では青空が見え、乗鞍の

峰々が現れ始めました。バスセンターでは、目の前

に魔王岳（2763m）恵比寿岳（2831ｍ）が聳えていま

した。大黒岳の往復で見た鶴ヶ池、バスセンター前

に亀ヶ池あることを知りました。雨具を外しバスに

乗り、晴れ渡った乗鞍山頂部周辺の景色を楽しみま

した。ウサギギク、クルマユリ、ショウマの仲間の

花等色取り取りの花に癒されながら乗鞍バスセン

ターに到着しました。 
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《感想》 

烏帽子の会では、2009 年から 3 年続けて冬の乗鞍高原で例会を実施してきました。

夏の乗鞍畳平周辺での例会は初めてでした。コロナ感染症感染拡大が始まり危惧しな

がら担当者はじめ関係の方々と検討しながらの実施となりました。丸山優子さんから

医療用マスクを用意して頂き、呼吸が楽にできて行動しやすかったことに感謝です。

車中での会話を控えめにする、食事方法など予防に努めた行動となりしました。7 月

の乗鞍畳平周辺の気温は、平均気温は 10 度位、降水量は年間を通して 1 番多いのが

7 月、好天の日は 7 日位だそうです。濃霧や雨天時は、雨具着用での登山になるため

発汗しやすく、体が冷えやすいことを想定した衣類の着用、防寒衣等の携帯をするこ

との大切さを改めて痛感しました。今後の登山に生かしたいものです。昨年は八方池

での観察会が実施され記憶も新しい中、“花の乗鞍”にしました。標高と植生分布、

山域の成り立ち等の違いを解説から学ぶことが出来ました。様々な状況の中で講師の

方からの解説が十分に聞けなかった方もいると思います。聞き取れなかった内容、詳

しく知りたい内容がありましたら講師の方から聞いていただければと思います。博物

館までご連絡ください。 

小谷、白馬、大町から参加された皆さん、早朝から夕方遅くまでお疲れさまでした。

長距離を運転された皆さん有難うございました。観察会に合わせて資料を用意して下

さった丸山卓哉さん、宮澤会長、当日の解説を丁寧にして下さった千葉学芸員、宮澤

会長に心から感謝申し上げます。 

昭和 40 年代、大雨で上高地までの道路が不通となり乗鞍周りで上高地に入った思

い出があります。でこぼこ道をボンネットバスに揺られながら上高地に辿り着くまで

の道中、板葺き屋根に石が乗っている民家が珍しく、車窓から眺めたことを思い出し

ました。一方、観光開発がされた中で自然環境に配慮した一般車輛乗り入れ規制がさ

れていなかったら、乗鞍高原畳平周辺の自然環境はどんな状況になっていたのか…

色々なことを思い巡らせる機会にもなりました。 

                             有川美保子 記 

 

《感想》 

 乗鞍岳は初めてだったのでとても楽しみにしていましたが、期待にたがわぬ素晴ら

しい山でした。「肩の小屋口」でバスを降りると少し雨模様でしたがもう別世界。左

手にスキーやボードを楽しむ人々を見ながら右手を見ると数え切れぬほどの高山植

物の花々が咲いています。少し雨に濡れた風情も健気な趣があり、足を痛めている私

には少しキツイ登山道も花々に励まされて上りきることができました。次のお花畑で
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は雷鳥の親子に遭遇したり、クロユリの群落に驚かされたり、また千葉さんの興味深

いお話を聞きながら高山植物の奥深さに改めて感心するばかりでした。大黒岳はコマ

クサの大群落が素晴らしかったです。そこで千葉さんからコマクサの最初の一葉〔長

さ 2，3 ミリの一枚の細い葉なのでよく見ないとわからない）を教えていただき、こ

れが花を咲かせるまでにどれだけの年月が必要なのか感慨深いものがありました。そ

して帰る直前に朝からの雨が上がり霧も晴れて地図やパンフレットではわからなか

った周りの山々がすべて見えるようになりました。まもなくまた霧に覆われて何も見

えなくなったのでこれはもう奇跡としか言いようが無かったです。雨には降られまし

たが思い出深い山行となりました。 

若林 みどり 記 

《コースタイム》 

5：30 松川道の駅⇒6：45 乗鞍バスセンター着（出発準備）乗車 8：00 発⇒9：00 大雪渓入口下

車→10：30 肩の小屋→お花畑→畳平バスセンター12：15（昼食）12：45 発→大黒岳山頂 13：30

→畳平バスセンター14：40 着―15：05 発→乗鞍バスセンター着 16：00（解散の会）⇒松川道の

駅 17：45 

 

 
 

 活 動 報 告  《 御 嶽 山 》 

《月日》10 月 1 日（土）  《天気》晴  《参加者》13 名 

 

《コース状況及び感想》 

 登山口の鳥居をくぐってしばらくは平たんな道が続き

ますが、10 分ぐらいすると木の階段状の道になり、３０分

ぐらいすると急こう配の登山道になり岩がごろごろして

いました。それが頂上まで続き途中で心が折れそうになり

ました。 

頂上はさずがに涼しくフリースやダウンが必要なぐら
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いでした。 

下りもこんなに急だったっけ？と言いながら動く石に

気を付けながら慎重に降りてきました。長かった～。 

 

《感想》 

3 度目の正直でようやく晴れました！これ以上な

いぐらいの晴天でいままでの苦労が報われた感じが

しました。 

初めて御嶽山に烏帽子の会で行ったのは、2011 年

8 月でした。その時のコ

ースタイムを見てみた

ら、剣が峰まで３時間半

ぐらいでした。今から 11 年前でまだみんな若かったんで

すね。今回は９合目（王滝山頂）までで 3 時間半でした。 

川崎 晃 記 

 

《コースタイム》 

松川村道の駅 5：45～スイス村駐車場 6：00～梓川 SA トイレ 6：22～田ノ原駐車場 8：35 

登山口 9：00～あかっぱげ 2075ｍ9：45～金剛童氏 2400ｍ10：00～八合目避難小屋 

10：25～王滝山頂上 12：30～昼食 13：00～田ノ原駐車場 15：00～ビジターセンター 

15：30～松川村道の駅 18：30 

 

 

 

※サークル人数が多くなったため、烏帽子の会の新規募集はしておりません。 

サークル烏帽子の会へのお問い合わせは、事務局（電話：0261-23-6334）まで 
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「岳・野・湖・山 フィールド観察会 2022」報告 

 11 月 13 日に標記のボランティア研修会を行った。令和３年の総会で講演いただい

た矢野孝雄先生のご案内で大北地区の山、岳、野、湖をめぐり、その自然史を、そし

て人がどのように関わっていったかを学んだ。 

 大町の岳は節理でリズミカルな山様を作って電源開発につながり、白馬の岳は柔ら

かい地質でスキー場などの観光資源となった。高瀬川水系の水力発電はクリーンで大

北地区の総エネルギーの 6 倍もの発電能力があり、中綱から五竜岳までの北アルプス

山岳科学鉄道は黒部渓谷や大糸線、長野駅とのアクセスをつなげれば大きな地域発展、

大町の新たな産業になるなど、未来へ向けたお話もいただいた。 

 かつて高瀬川が東流していた八坂の山は隆起とともに地すべりし、仁科三湖はいず

れもせき止めで作られた。かつて一連の地形面であった上原や野口、舘ノ内は、神城

断層や高瀬川の浸食で生活面となり、人の手も加わって今の市街地を発展させた野を

作り上げた。 

 段丘、坂、おばけ石、断層、崩壊、地すべりなど様々なフィールド観察を行い、最

後は博物館に戻ってワークショップとして段丘地形と盆地の堆積物の形成史を各自

色塗りしながら確認した。 

 巡検としては異色な切り口だったかもしれないが、講演以来、必ずフィールドを行

いたいと思っており、それが果たせた。博物館展示も岳・野・湖・山を軸としたもの

があり、これからの館内解説などでも大北のダイナミックな自然史をそれぞれの感性

で来館者に伝えられればと思う。矢野先生に改めて感謝申し上げる。 

                         (丸山卓哉 記) 

 

 

 ボランティア活動は 11 月の落ち葉搔きをもって屋外の作業はひと段落です。 

ボランティアサークルへのお問い合わせは、事務局（電話：0261-23-6334）まで 

  

ボランティアサークル 
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さんぱくゼミナール 

「青木湖が記録した過去 3.4 万年間の日本の気候変動」 

講師:公文富士夫 先生(信州大学名誉教授) 

日時:9 月 17 日（土） 

 

 企画展「仁科三湖の成り立ち」に関連して標記が行われ、以下のようなお話を聞きました。 

 青木湖は佐野坂の崩壊せき

止めによるとみられる事件に

よってできてから、湖底にシ

ルト・粘土を堆積してきた。土

砂が出た時には砂なども堆積

して、イベント層という。堆積

物は底ほど古く現在までに録

音テープのようにいろいろな

ものが記録(取り込み)されて

いる。青木湖は神城断層の活

動によって西側主湖盆が 2 倍

近く深くなっている。湖面か

らのボーリングで試料を採取

したら深いほう(西側)が 2 倍の速度で堆積しており、一方浅い東側副湖盆はアカホヤ

火山灰以降ほとんど堆積していないことが分かったという。 

 火山の噴火があればその火山灰(カアホヤ: 約 7,200 年前の鹿児島鬼界カルデラ噴

出、AT: 約 3 万年前の鹿児島姶良カルデラ噴出,姶良丹沢火山灰)を挟んでおり、全国

的に分布するこのような火山灰は堆積物のタイムマークとなる。年代の測定される木

片もある。花粉も化石として取り込んでおり、いろいろな時期の花粉の比率を調査す

ることにより、過去の環境も復元できる。 

 青木湖の堆積物も野尻湖や高野層(長野市信更町)と同じく過去の気候をよく記録

しており、その気候変動は世界的な気候変動とよく一致している。1.3 万年～1.4 万

年前に針葉樹(亜寒帯)から落葉広葉樹(冷温帯)への変化が起き、1.1 万年前以降現在 

 



ゆきつばき通信 

- 19 - 

までは大きな変化はない。青木湖最下部の 3.4 万年前は落葉広葉樹の比率が少し大き

くその後より暖かかったと考えられる。寒冷期と温暖期では生物生産性により有機物

量が変化し、総有機炭素濃度(TOC)は温暖期に高くなっている。グリーンランドの氷

床コアの酸素の同位体 16O と 18O の比率も 18O は蒸発しにくいことから寒暖によって比

率が変化して記録され、青木湖の変動と対比できる。 

 このように確認された気候変動は、ミランコビッチサイクル(地球の軌道や自転の

傾きなどによる)がペースメーカーとなって、地球の機構により起こる。特に氷床量

が重要で、正負のフィードバックが働いて氷期、間氷期が生じる。 

(編集担当記) 

 

仁科三湖の成り立ち 地学見学会 

 企画展「仁科三湖の成り立ち」に関連して現地見学会が 9 月 4 日(日)に太田専門員

の案内で実施された。 

 友の会では佐野坂を中心に案内いただいたが、今回は中綱湖の成因もめぐって、鹿

島槍スキー場の南に入って地形や地すべりの素因ともなる熱水変質なども観察した。

なかなかマニアックな参加者も多く、マイ岩石ハンマーが何本かカバンの中から出て

きていた。 

 

 

 

「大町自然探検隊」 

バードウォッチング（居谷里湿原） 
 

 バードウォッチングや動物の観察会を行って

いる「大町自然探検隊」は 9 月 10 日に居谷里湿

原での観察会を行った。種類は多くなかったも

のの、ヤマガラなどを間近で見られ、植物に詳

しい参加者からは季節の植物を教えていただい

た。 
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企画展 「山書の世界」 12 月 25（日）まで開催中 

［ミュージアムガイドより］ 

 企画展「山書(さんしょ)の世界」の世界が始まった。山博の山岳図書資料館はでき

て 10 年になり、単行本はもちろん、雑誌、同好誌、山行記録といった紙ベースや画

像や動画、いろいろなコレクションなど

が保管され、また、閲覧できる。今回の

企画展はその中から代表的なものが展

示されている。 

 登山は特殊なスポーツで、この通信の

ように文書を書く人が多く、その感動を

残している。清水隆寿副館長は、これら

は当時をしのぶ資料となり、書を通して

山の深さを学んでほしいとガイドされ

た。 

(10 月 23 日に予定されていた講演会は延期になりました)     (編集担当記) 

 

ゆきつばき通信編集室より          

 ゆきつばき通信 193 号をお届けします。今年度の事業もほぼ終了し、報告ばっかりになっ

てしまいました。何か冬行事を追加したいなと思っています。 

 最近、白馬村でロケをした「土を喰らう十二ヵ月」という映画(沢田研二・松たか子)が封

切られました。会員の仙波さんがセリフのあるエクストラで出ているということで、白馬村

で行われた先行上映を見に行きました。水上勉の「土を喰う日々 -わが精進十二ヵ月-」をベ

ースとしたもので、白馬の自然と季節が盛り込まれています。ちょっと作り急いでいる感じ

もしないではないですが、ぜひ、皆さんもご覧ください。 

 会員で、博物館の喫茶売店モルゲンロートのマスターの山内優さんが 10 月 16 日に亡くな

りました。Have compassion for all beings.会葬礼状に添えられた言葉です。合掌 

（丸山卓哉） 
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